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研究成果の概要（和文）：技術の進展に伴い、教育の情報化が進み、特別支援教育においても従来の手作りの実
物教材とともに、タブレット端末を用いるディジタル教材も活用されるようになった。
本研究では、特別な支援を必要とする子どもたちの「感覚と運動の高次化理論」によるアセスメントにより、適
切な教材を選ぶことのできるデータベースを構築し、インターネット上に構築した。特に、ディジタル教材につ
いてはダウンロードを可能にしたため、学校はもちろんのこと、家庭、放課後ディサービスなどの福祉施設でも
活用された。

研究成果の概要（英文）：With the advancement of technology, the computerization of education is 
progressing. So digital teaching materials using tablets came to be used in special needs education 
as well as traditional hand-made realia teaching materials.
In this study, we constructed a database on the Internet that allows us to select appropriate 
teaching materials by assessment based on the "Sensory and Exercise Higher-Level Theory" ,by H.
USAGAWA,of children who need special support. In particular, digital teaching materials can be 
downloaded, so they were used not only at schools but also at welfare facilities and homes.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
特別な支援を必要とする子どもたち向けの教材においては、それぞれの発達や特性が違うためにカスタマイズす
る必要があった。実物教材においては、特別支援学校の先生方が手作りをしてまかなっていたが、市販のデジタ
ル教材の場合はカスタマイズができない場合がほとんどであった。本研究で開発したデータベースにおいては、
子どもたちの発達や特性に応じて適切な教材を選択できるようにしたほか、実物教材においては、材料や作り方
も公開した。また、その一部は、2020年から始まるプログラミング教材としても活用された。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
研究が開始された 2015 年は、特別支援教育分野における情報化の「黎明期」といえる。

まず、文部科学省は、各学校において障害のある子供たちの障害の状態や特性等を踏まえ
た教材を効果的に活用し、適切な指導を行うことができるよう、平成 26 年（2014 年）度
に学習上の支援機器等教材活用促進事業を開始した。また、国立特別支援教育総合研究所
では、平成 26 年（2014 年）度に障害の状態や特性等に応じた教材や支援機器の活用に関
する様々な情報を集約・管理し、発信するためのポータルサイトを構築した。 
従来、自立活動の時間などで活用されてきた教材はアナログ（実物）であったが、対象

となる子どもの発達や特性によってカスタマイズする必要があるとともに、保管場所も教
材の数だけ必要となり、学校内だけの利用に限られていた。家庭では、市場規模が大きく
ない状況においては高価な市販教材を買わざるを得なかった。 
また、平成 23 年（2011 年）に始まった施策「教育の情報化ビジョン」において、各学

校に電子黒板やタブレット端末が配備されたが、特に特別支援教育分野において、ソーシ
ャルスキルトレーニングなど汎化できる教材はあったが、子ども一人一人の発達や特性に
対応した教材はそれほど多くはなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究課題は、主目的①は、特別支援教育分野（特に肢体不自由）において、タブレッ

ト端末などを使ったデジタル教材の普及である。デジタル教材は、タブレット端末の画面
という制約はあるが、カスタマイズが容易であり、ネットワークのクラウド上に保管でき、
学校だけではなく養育施設や家庭でも利用可能であるという特徴を持つ。 
また、研究期間中の 2017 年に告示された新学習指導要領（2020 年～実施）においては、

特別支援学校小学部においてもプログラミング教育が始まるため、データベース化されて
いる実物教材に加え、自立活動の時間に活用できるプログラミング教育用教材の開発も研
究目的②とした。 
さらに、近い将来画像認識や機械学習などの最新技術が汎化されることを想定し、これ

らの技術を特別支援教育における情報化及び支援技術に活用することも研究目的③とした。 
 
３．研究の方法 
 研究の主目的①のために、研究期間前より作成してきたデジタル教材の拡充につとめ、子ど
もの発達や特性に応じて教材を抽出できるよう、メタデータを作りつつ、データベース化を行
う。 
 研究目的②のために、すでにある実物教材およびその教育方法を整理し、プログラミング的
思考をもとに再整理を行う。 
 研究目的③のために、クラウド上で利用できる最新技術について情報を収集するとともに、
特別支援教育分野の困難さとマッチングをはかる。 
 
４．研究成果 
本研究課題での成果は、教材共有ネットワーク（TMSN http://www.narayogo.jpn.org/）

の開発である。上記目的①のために、発達や特
性に応じ、教材を検索できる機能を持たせてい
るほか、アナログ教材用としてカスタマイズし
やすい実物教材の作り方を、デジタル教材とし
て OS 別に掲載している。一時的な閲覧者だけ
ではなく、デジタル教材をダウンロードするた
めの会員登録数は日々増えており、ニーズを確
認することができた（図１，２ 次ページ）。 
また、目的②の達成においては、自立活動の

時間で行われてきた活動のうち、「因果関係の理
解」「弁別」「始まりと終わりの理解」などが、
プログラミング的思考の「順次」「条件分岐」「反
復」にあたると整理できた。また、奈良県立奈
良養護学校の小学部、中学部、高等部において、
アンプラグド教材を活用したプログラミング教
育の実践授業を行った（図 3 次ページ）。 

 
 
 
 
 

  

図１ 登録された実物教材 



 
  
なお、本システムはマイクロソフ

ト社のクラウドサービスAZURE 上
に設置しているため、自動でバック
アップを行うことができるほか、画
像自動認識システムを用い、教材を
登録しやすいようにしている。 
しかし、現在 Flash 技術を用いた

デジタル教材が多く、この技術が
2020 年に終了するため、クラウドフ
ァンディングなどによる一括変換シ
ステムの開発もしくは 有志による
変換の可能性を模索しているところ
である。 
  
最後に、2015 年度の研究分担者で

あり、TMSN の初期版のシステムを
構築した故太田和志氏に謝する。 
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